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リハビリテーション科って

こんなことしています

中電病院
リハビリテーション科



はじめに

今年度より、新たな試みとして、当科リハビリ歴のある方を
対象に配信していたメールマガジンをホームページ上へ掲載
します！

より多くの方へ、リハビリテーション科の取り組みを知って
ほしいと思います！



当科は３つのチームで編成

・介護予防チーム

・外科チーム

・内科チーム

今回の担当

作業療法士:1名 理学療法士:3名



介護予防チームってどんなことをしているの？

リハビリ対象となった75歳以上の入院患者様に

「フレイル」を評価

老化に伴い筋力や活動が低下している状態

ただし！！
フレイルは適切な支援を受ける事で
健常な状態に戻る事が出来る！！

フレイルとは？



フレイルの有無を判断する「イレブンチェック」

↑当科で使用している評価方法です



2つともはい…2点，1つがはい…1点，2つともいいえ…0点

フレイル状態

<2021年度当院入院患者のイレブンチェックの結果 栄養>

 １．ほぼ同じ年齢の同性と比較して健康に気をつけた食事を心がけていますか はい いいえ

 ２．野菜料理と主菜（お肉または魚）を両方とも毎日2回以上は食べていますか はい いいえ
栄養

当科対象患者さんでは61.0%がフレイル状態と判明！



合計5点以下…フレイル状態

<2021年度当院入院患者のイレブンチェックの結果 その他>

1点 0点

当科対象患者さんでは80.5%がフレイル状態と判明！



入院前に運動習慣のない患者様が

多かったという結果を踏まえて…

ご自宅で出来る運動を紹介します！

運動に不安のある方は、無理をせず可能な範囲で行いましょう。



スクワット

足腰の筋肉を強くし、立位バランス
を高めます。

・椅子の背もたれなどにつかまって

両方の膝を一緒に、1・2・3・4と
数えながら約30度曲げます。

・そのまま5秒止め、ゆっくり伸ば
します。

1日 10回 １～3セット

ふらつきがある場合は無理の
ない範囲で行いましょう



足の後ろ上げ

正しい姿勢やバランスの保持に
必要な背中から太もも後ろ側の
筋肉を強くします。

・椅子の背もたれなどにつか
まって一方の足を1・2・3・4と
数えながら後ろにゆっくり上げ
ます。

・後ろに上げたら5秒止め、ゆっ
くりおろします。

1日 10回 １～3セット

ふらつきがある場合は無理
のない範囲で行いましょう



足の外開き

歩行やバランスの保持に必要な、
腰から太もも外側の筋肉を強くし
ます。

・椅子の背もたれなどにつかまっ
て一方の足を横に1・2・3・4と
数えながらゆっくり広げます。

・約15度まで上げたら、そのまま
5秒止め、ゆっくり下ろします。

1日 10回 １～3セット

ふらつきがある場合は無理
のない範囲で行いましょう



リハビリテーション科をより身近に感じて
いただくために情報発信を行っています

①病院正面の受付モニターにて

→「リハビリに関する情報」を配信

②1階リハビリ室前の廊下に

→「生活に役立つ資料」を掲示

③病室テレビの院内自主放送で

→「ちょっと『ため』になる情報発信」を配信



①「リハビリに関する情報」を配信

→1階正面玄関の総合案内モニターを活用し、

リハビリ以外の要件で来院された方にも

リハビリについての情報を随時公開

※右図は2022年現在公開中



写真

②「生活に役立つリハビリ資料」を掲示

→1階リハビリ室前の廊下に、入院患者様のみでなく、

外来患者様や来院されたご家族、院内スタッフにも、

リハビリや生活に関する情報を掲示



③ 「ちょっと『ため』になる情報発信」

→病室テレビで放映されている

「院内自主放送」において、

リハビリに関する情報をバージョンアップし

配信中！

７月からは第2弾として

「自室で行える運動の紹介」を配信中！

入院中にご視聴できます。



広島市の学校・企業・団体からのご依頼があればリハビリ科スタッフ
が介護予防についての講義を行います！

詳しくはホームページの“病院のご案内”から“出前講座”を

クリックしてください。

ご不明な点がございましたら

中電病院事務局 出前講座担当者宛

電話番号082-241-8221にお問い合わせください

出前講座を行います!!

お待ちしています

さらに今年度は…


